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読書会
11/12・26（火）

13時半

写経会
12/1（日）
13時半

●霜月は陰暦11月の異称。太陽暦で言えば12月にあたるので、現在の季節感からすればもう

少し後の時期になります。しかし、夏の暑さが１０月になっても続いていたので、急に気温

が下がり秋が深まる近年の激しい気候変化に、そろそろ気分は冬ごもりかも知れません。

●この月になると霜がしきりに降るから霜降月といったのが、霜月に転じたといい、露ごも

りの葉月、神楽月、雪待月などともいうようです。１１月も半ばになるともういつでも霜が

降りることは不思議ではないので、そろそろ畑も冬の準備を始めなければなりません。

●「霜月や日まぜにしけて冬籠」は向井去来の作。彼は江戸時代前期の俳諧師です。「日ま

ぜに」は１日おき、「しけて」は天気が悪くなってみぞれや雨が降る様子です。日ごとに天

気が冬に向かう霜月になると一日中家の中で過ごす「冬籠り」がしたくなるのは、江戸時代

も現代も変わりません。冬籠りで体力と気力を温存して来るべき春を待つことにしましょう。

●野生の生き物はそろそろ冬籠りの準備を始めないと冬を越せません。猪は冬眠はしないは

ずですが、食い溜めの時期のようで、頻繁に人家の周りに出没した痕跡があります。夜行性

なので目撃は出来ませんが、明るくなると鼻と口で土をひっくり返してミミズなどを漁った

痕跡がそこらにあります。収穫直前の薩摩芋を全部食べられた話を聞きました。隣の里芋も

荒らされたのですが食べられていません。食べ比べて薩摩芋の方が美味しかったのでしょう。

●食べ物が豊富にあり美味しければ、好んで冬眠や穴蔵に籠っている必要もないでしょう。

冬でも食糧に不自由しないのは人間界だけのはずですが、人間界の食糧にありつけると知っ

た野生の生き物もいずれ人間と同じように冬籠り無しでも生き抜けるかも知れません。人間

界に入り込むことが野生動物には幸せなことなのか、野良猫をはじめ動物の痕跡だらけの今、

愛護や保護を共棲・共存の視点から見直す必要を痛感する、冬籠り前の霜の下りた朝です。
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狂言綺語…一線
「一線を越える」という時の「一線」は、法律や道徳に裏付けされた行動規範を表すときに使われる通常

は可視できない線なのでしょう。守るべきことを破り、してはならないことをしてしまったとき「最後の一
線を越えてしまった」となり、この線を境に善と悪、正と邪が分別されて社会的に批判され犯罪者ともなっ
てしまいます。この一線は見えない線ですが各々が行動を律するときの判断基準となるものでしょうから、
この線が誰にも同じところに引かれていれば迷う必要はありません。ところがこのところ、私の感覚からは
一線を越えていると思える行為も法律に書かれていないからと開き直って、堂々と一線の位置を自分の都合
によってずらすことに躊躇しない人々を頻繁に見かけます。寛容な社会なのか、倫理観の欠如か、権力の乱
用か、法律の不備か、どれも当てはまるのかも知れませんが、この一線が生死に関わるものでない限り、人
は裏金を作ろうが脱税もどきをしようが、嘘を平気でつこうが躊躇なく飛び越える生き物なのでしょう。
野生の動物はおのれの一線をわきまえている生き物だと思っていました。私の住まいの山側の道沿いに猪

が鼻先で土をひっくり返して土中の生き物を漁った痕跡があったので、猪が近くに出没していることはこれ
までも確認できていました。道向かいの山に設置された罠にかかった猪の暴れる音で、朝の四時に起こされ
たこともこの一年で三回ありました。ただ昨年までは、決して道路を渡って人の領域にやってくることはな
かったのです。猪にとって山に沿って走る道路が「一線」だったのです。ところが今年は夏以降、楽々とこ
の一線を飛び越えて、道を幾つも渡り、収穫前の薩摩芋を食べ尽くし、草刈りをしたばかりの裏庭も、公民
館の前庭も、散歩道路も辺り構わずひっくり返していきました。猪がおのれの一線を越えた跳梁跋扈の跡で
す。夜行性動物なので白昼遭遇して襲われる被害は発生していませんが、深夜寝室の壁一つ隔てて十頭を下
らない猪が土中の食糧を漁る真夜中の饗宴は、事実としても想像したくない白昼夢のような出来事です。
なぜ今年になって突如猪が一斉に一線を越える行動に出たかを私は科学的に解明できませんが、想像する

に2点考えられます。かつてこの一線は猪の生死の一線だったのです。この線の向こうには死があると記憶
の底に刻まれていたのです。ところが、一線を越えれば捕らえられ食べられてしまうとの太古の記憶が今、
まさに消え去り、危害を加えなければ殺されないとの記憶を新たに獲得してしまったのでしょう。野生動物
を勝手に捕らえ殺してはいけないという法律や動物愛護の現実を経験的に学んだのです。もう一つは多少生
死のリスクを侵してでも人間界に行けば食べ物に不自由せず、美味しいものにもありつけることを経験して
しまったのでしょう。実際薩摩芋を全部食べられた方の話では、隣に植えた里芋は全部掘り返されたのに、
食べずに捨て置かれていたそうです。薩摩芋の方が甘くて美味しいことをその場で学習してしまったに違い
ありません。食べ物に不自由しない人間界は比較的安全だと言うことを経験してしまった猪は来年はもっと
大胆に現れ、薩摩芋畑を食い尽くすことでしょう。もはや人間と猪を隔てる一線は存在しなくなったのです。
人間社会にも自然界にも一線が曖昧になり消えて行こうとしている現実に、宗教に一線は果たして存在し

ているのかと考えさせられます。戒律は教団社会を維持するために必要な一線です。善悪、正邪、生死の一
線もあるでしょう。しかしそれを宗教社会で論じられる限り宗派間の宗論にしか過ぎません｡私は信行の実
践者（宗教者）が問題にすべき一線は聖と俗との境界線だと考えます。宗教社会と娑婆社会との一線です。
出家は娑婆の一線を越えて「信」に生きることです。「俗」から「聖」への出世間です。宗教者はこの一線
を越えることが必須です。しかし「聖」だけに生き続けることは果たして可能でしょうか。もし可能だと言
い続ける宗教者がいたとしたら、私は彼らを宗教者とは認めることは出来ません。なぜなら「聖（信）」を
生き続ける私たちの生きる場所は「俗（行）」だからです。私は宗教者とは「聖と俗の一線を絶え間なく行
き来するものもの」と定義します。つまり「信行」を生き続けることです。「信」は「聖」に在り「行」は
「俗」に在ると言うことです。この一線を常に行き来していることの自覚者が信行の実践者です。
聖と俗の一線を絶え間なく行き来する宗教者の言葉に親鸞聖人の「善人なほもて往生をとぐ、いはんや悪

人をや。」があります。生きるとことは「罪悪深重煩悩熾盛」の自覚を生きる（行）こと、その自覚が深い
ものほど阿弥陀仏の救いが在る（信）との言葉です。この自己分析と自覚が親鸞聖人の信行であり聖に在っ
て俗を生き続ける真の宗教者の姿なのです。また日蓮聖人の言葉に「衆生の心けがるれば土もけがれ心清け
れば土も清しとて 浄土と云ひ穢土と云うも土に二の隔なし 只我等が心の善悪によると見えたり衆生と云
うも仏と云うも亦此くの如し 迷う時は衆生と名け悟る時をば仏と名けたり（一生成仏抄）」浄土（聖）も
穢土（俗）もこの一線には隔ては無く、自分の心（信）の善悪（行）のことなのです。仏も衆生も隔てなく、
迷うことを衆生と名付け、悟ることを仏と名付けているのですと語っています。日蓮聖人も信行に生きるこ
とは聖と俗を絶え間なく行き来することだと語っています。二人は宗派が異なり一般的には互いに相容れな
い教えだと思われていますが、私には全く同じことを言っているとしか観ることはできないのです。私はこ
の二人から宗教者とは「聖と俗の一線を絶え間なく行き来するものもの」であることを教えられました。
一線について語ることはその一線を絶え間なく行き来することを自覚することなのでしょう。生死も善悪

も聖俗もその一線を自覚し、その一線はない（空・一如））と明らかにすること、しかし生きることはその
不可視の一線を見つめ続けなくてはならないと自覚しそれを実践する者です。何か特別な考えや行動を起こ
す者ではなく日々を生き続けることが信行に生きることなのです。信行の生活の中で「一線を越える者」は
「一線を自覚する者」と知るとき、そこに「最後の一線」は自ずと観えてくるものなのかも知れません。


